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コート面数及び表示内容 

 

本資料はメインアリーナ・サブアリーナにおいて実施が想定される競技種目について、コート

面数及びコートライン又はポイントの整備区分を示している（※１）。 

 

メインアリーナ サブアリーナ 

競技種目 面数 
ライン or 

ポイント 
競技種目 面数 

ライン or 

ポイント 

バレー 

（６人） 
３ ポイント 

バレー 

（６人） 
２ ポイント 

バレー 

（９人） 
３ ポイント 

バレー 

（９人） 
２ ポイント 

バスケ ３（※２） ポイント バスケ ２ ポイント 

ハンドボール １ ポイント ハンドボール １ ポイント 

バドミントン 16 ポイント バドミントン 10 ポイント 

卓球 18 不要 卓球 12 不要 

フットサル １ ポイント フットサル １ ポイント 

体操 （※３） 不要 体操 （※３） 不要 

新体操 （※３） 不要 新体操 （※３） 不要 

ドッジボール （※４） ポイント ドッジボール （※４） ポイント 

ソフトテニス ２ ポイント ソフトテニス １ ポイント 

（※１）最終的な面数、表示内容等については、事業者が提案する競技床面積、競技レイアウト

及び各競技団体へのヒアリング結果を踏まえ、基本設計時に決定するものとする。 

（※２）メインアリーナについては、３面利用時のポイントに加え、決勝戦やプロ公式戦等を想

定した１面利用時のポイントも設置すること。 

（※３）体操及び新体操については、アリーナ全面を使用することを前提とし、面数は設定しな

い。 

（※４）ドッジボールの面数及び表示内容については、「小学生男子女子、中学生女子」「中学生

男子、高校生女子、一般女子」「高校生男子、一般男子」の各コート基準への対応を前提

として、基本設計時に関係団体へのヒアリングを踏まえ決定するものとする。 


